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経済産業省のプロジェクト
経済産業省が担当した白書・報告書

委託調査報告書

平成27年度石油精製業保安対策事業
(高圧ガスの危険性評価のための調査研究)
を産総研が受託
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http://www.meti.go.jp/meti_lib/report/2016fy/itakuichiran2016fy.pdf
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http://www.meti.go.jp/meti_lib/report/2016fy/000079.pdf
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p. 63～302



CP検討会の編成
• 現場に役立つチェックポイント集を作成したい

• 産総研内部だけでは、現場の感覚が乏しい

• 経験者による多面的な考察が必要

• 事故分析能力を有するレベルと経験

• 現場を対象とするため、マネージメント関係は不要
• Man, Machine に焦点
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検討会メンバー１５名中、１２名が安全研究会所属
産総研客員研究員２名、その他１名



チェックポイント検討会の進め方

• 10件の事例を毎回1件検討

• 事前に担当者が3M3E分析手法で原因(設備/設計、
作業/人)を抽出、注意すべき事項、キーワードの案
を作成

• 担当者の案をベースに検討会を実施

• 検討会後のインプットも含めて、1件分のリスト作成

• 全10回の検討会で終了
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事故事例の選択
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事故原因の把握

• RISCAD (リレーショナル化学災害データベース)

• 「事故分析手法PFA®」 (PFA：Progress Flow Analysis)
• 事故進展フロー図

• 「3M3E 分析」
事故・ヒヤリハット事例活用ワーキンググループ(HHTWG)で考案

• 3M 原因
Man：人，Machine：設備/機器，Media/Management：管理

• 3E 対策
Education：教育/訓練，Engineering：技術/工学，Etc.：その他
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事故進展フロー図の様式(1/2)
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事故進展フロー図の様式(2/2)
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事故進展フロー図 + 3M3E



3M3E分析の例
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原因からチェックポイントを抽出
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1つの事例から平均約８０件のチェックポイントを抽出
重複を含め、全体で７９１件となった



チェックポイントリスト原案(例)
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システム化の課題

• CPリストは、DB構造であること

• 各CPは、誰がどの場面で使うものか?
• キーワード検索機能のあり方は?
• 限られたリソースの有効活用

16



チェックポイント分類とキーワード整理

• 検討会メンバーから2名の代表者を選定

• チェックポイント集が参照される場面の想定
• 対象者と場面で分類

• 特定のチェックポイントを検索する方法
• 予算に合わせた検索方法

• 代表者が分類・キーワード整理の作業実施
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チェックポイントの分類
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検索用キーワード
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分類とキーワード選別作業


